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IPCC第5次評価報告書の教育分野での活用
-初等教育教員養成課程における環境教育-
寺木秀
IPCC (Intergovernmental Panel on Climate Change)は19世紀後半の世界全体の
C02の累積排出量と平均気温の上昇はほぼ平均していてその傾向は将来も続くと予測し、
12度目標」の達成の道筋として C02などの温室効果ガス (GHG)の排出量を2050年ま
でに 2010年比で40-70%を削減し、今世紀末には C02を回収、貯蓄する技術でゼロか
マイナスにするシナリオを提示した。その実現には低炭素社会の実現をめざし、太陽光、
風力、バイオエネルギーによる発電などの再生可能エネルギーの割合を増やす必要があ
るとしている。
本稿はこの IPCC第5次評価報告書 (AR5)の知見を大学の教育学科における初等教育
教員の養成課程の授業で活用し、受講学生の環境意識の実態について調査、分析をする
ものである。
授業は、気候変動の要因、気温の上昇、水循環。海洋、雪氷圏、異常気象、温室効果
ガス濃度、気候の安定化、将来予測について3コマの授業(講義)を行い、その後、同
報告書の FAQの項目のなかから課題を設定して、 WR5の「政策決定者向け要約」を中
心としてレポートを作成して、それぞれについて発表、質疑、検討をおこなった
キーワード :IPCC評価報告書 教員養成 初等教科教育法(理科)IPCCリポートコ ミュ
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はじめに
IPCC (Intergovernmental Panel on Climate 
Change)気候変動に関する政府間パネルは、人
為起源による気候変化、影響、適応及び緩和方
策に関し、科学的、技術的、社会経済学的な見
地から包括的な評価を行うことを目的とし 1988
年に世界気象機関 (WMO) と国連環境計画
(UNEP)により設立された組織である。
回の5次最終報告書では、 19世紀後半の世界全
体の C02の累積排出量と平均気温の上昇はほぼ
平均していてその傾向は将来も続くと予測して
IPCC統合報告書が2014年11月l日にデンマー
クのコベンハーゲンで開催された総会で承認さ
れ同 2日に公表された。報告に先駆けて 2013年
にワルシャワで開催された COP19(国連気候変
動枠組協約第 19回締結国会議)では、今世紀末
までに世界の平均気温の上昇を産業革命前と比
べ2度未満に抑制することが確認され、異常気
象や生態系への悪影響がでるとされていた。今
本てらき しゅういち 東洋大学文学部教育学科
いる。
この 120C目標」の達成の道筋として C02な
どの温室効果ガス (GHG)の排出量を2050年ま
でに 2010年比で 40-70%を削減し、今世紀末
には CO2を回収、貯蓄する技術でゼロかマイ
ナスにするシナリオを提示した。その実現には
低炭素社会の実現をめざし、太陽光、風力、バ
イオエネルギーによる発電な どの再生可能エネ
ルギーの割合を増やす必要があるとしているコ
ここで注目すべきなところは IPCCは原子力発電
を低炭素エネルギーとしている。今後論議をよ
ぶところである。
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1 教員養成課程での環境教育
教育職員免許状員免許状の取得に必要な規定
には環境教育は含まれていない。「総合的な学習
の時間指導法」などの科目がない小学校教員養
成謀程において、必須科目、選択必須として設
定されているのは教科では教職科目として初等
教科教育法(理科)など及び小学校専門科目と
して 「初等科理科」などの各教科、 (上記同様)
がある。そこで筆者は初等科理科に着目して環
境教育を行うこととした。
「初等科理科jでは現行の小学校学習指導要領
の理科の内容について重点化してとりあげ専門
的に深化した教材研究を行っている。
なお、小学校学習指導要領においては、「循環
型社会の構築」と表記されているのは環境教育
を中核としたESDを、理科をはじめ社会、生活、
家庭等の教科で推進することしている。
2 IPCC第5次評価報告書(AR5)の概要と授業
での活用
筆者は 2013年に IPCCにより作成された AR5
の内容を、広く一般の国民に伝えていく人材
r-IPCCリポ トー コミュニケーター」と して認定
された。
そこで IPCC第5次評価報告書(AR5)を基に作
られたプログラムを使用し、それぞれの専門分
野に関連のある最新の気候変動の情報を提供し、
積極的な気候変動対策への取組の機運を醸成し、
個人の行動変容につなげることを目的として教
育分野での理解増進を図ることをねらいとし、
IPCC AR5の最新知見と、 信頼性の高い気候変
動(地球温暖化)に関する情報をまとめたガイ
ドブックをも とに、初等教育教員養成課程の学
生を対象に授業をおこなった。
はじめに気候変動の要因、 気温の上昇、水循
環。海洋、雪氷圏、異常気象、温室効果ガス濃度、
気候の安定化、将来予測について3コマの授業
(講義)を構成した。
その後、以下に示すよう各項目と FAQの
項目のなかか ら課題を設定して、WR5の政
策決定者向け要約J(IPCC.2013:Summary for 
Policymakers)を中心としてレポー トを作成し
て、それぞれについて発表、質疑、検討をおこなっ
た。
<以下、課題とした項目と FAQ>
1 :序
FAQl.l 気候システムに関する理解が進んで、い
るのなら、なぜ気温予測の幅が小さくな
らないだろうか
2:大気と地表面
FAQ2.l どのようなことから世界が祖暖化した
ことがわかるのか7
FAQ2.2 気候の極端現象に何か変化はあるの
か?
3:海洋
FAQ3.l r毎洋は温暖化しているのか P地球の水
循環が変化している証拠はあるのか?
FAQ3.3 人為起源の海洋酸性化は気候変動と ど
う関係するのか P
4・雪氷匿l
FAQ4. 北極と南極で海氷はどう変化している
のか?
FAQ4.2 山岳地域の氷河は消滅しつつあるの
か?
5:古気候の記録から得られる情報
FAQ5.l 太陽は最近の気候変動の主な駆動要因
なのか?
FAQ5.2 現在の海面水位の変化率はどれだけ異
例なのか?
6:炭素循環及びその他の生物地球化学的循環
FAQ6.l 永久凍土の融解や海洋の温暖化による
メタンと二酸化炭素の急速な放出は、温
暖化をかなが加速するのだろうか?
FAQ6.2 大気中に放出された二酸化炭素はどう
なるのか?
7: 雲とエーロゾル
FAQ7.l 雲は気候と気候変動にどう影響するの
か?
FAQ7.2 エーロゾルは気候と気候変動にどう影
響するのか?
FAQ7.3 ジオエンジニアリ ングは気候変動に対
抗できるか?副作用はどうなのか?
8:人為起源及び自然起源の放射強制力
FAQ8.l 水蒸気は気候変動にどのように重要
なのか?
FAQ8.2 大気質の改善は気候変動に影響があ
るのか?
9:気候モデルの評価
FAQ9.l 気候モデルは良くなっているのか?ど
うやってそれがわかるのか?
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10: 気候変動の検出と原因特定 地球全体か
ら地域まで
FAQ10.l 気候は常に変化している。観測され
た変化の原因をどのように決定するの
か?
FAQlO.2 気候への人為的影響が局所的な規模
で明らかになるのはいつか?
11: 近未来の気候変動:予測と予測可能性
FAQ11.1 来月の天気予報ができないのに、ど
うやって十年後の気候を予報できるの
か?
FAQ11.2 火山噴火は、 気候と我々の気候予報
能力にどう影響するのか7
12 : 長期的気候変動 .予測、不可避性、不可
逆性
FAQ12.l 気候変動を予測するのになぜこんな
に多くのモデルやシナリオを使うの
か7
FAQ12.2 地球の水循環はどう変化するのか?
() 
FAQ12.3 排出を今すぐ停止したら将来の気候
はどうなるのかっ
FAQ13.l なぜ局所的な海面水位変化は世界平
均と異なるのかつ
FAQ13.2 グリーンランドと南極の氷床はこれ
から今世紀末まで海面水位の変化に寄
与するのか?
14 : 気候現象及びそれらの将来の地域的な気
候変動との関連性
FAQ14.l 気候変動はモンスーンにどう 影響す
るのか?
FAQ14.2 将来の地域的な気候予測結果は世界
平均の予測結果とどう関係しているの
か?
3 授業後における学生の環境意識
( 1 )質問の概要
質問は環境白書 (環境省、 2013)の環境意識
の調査項目との比較検討を行うために共通項目
も含めて① 環境問題に取り組むのは大変そうだ、
そう考えるのはなぜか②自然とのふれあいを増
やしたいと思うか、そう思うのはなぜか。③ ご
みの問題は重要だと思うか、そう考えるのはな
ぜか。④大量生産、大量消費、大量廃棄型の社
会から脱却し、循環型社会を形成するために何
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をするべきか。
⑤ IPCCでは地球規模の気候変動の原因
は、人為的なものであるという可能性がかなり
の確率で正しいとしているが、そのことについ
てどう思うか。
の5項目とした。
対象.初等科理科受講学生 (主に2年次47名)
調査:2 0 1 4年7月
2 )回答の内容
① 環境問題に取り組むのは大変そうだ。
そう考えるのはなぜか
<ランク 4>(そう思うと答えた回答、以下ラ
ンク 4とする)
-環境に良い暮らしをしていない文化で生活して
いるのにそれを変えなければならないから。(同
様2人)・様々なメディアで取り扱われている問
題だから。-環境問題というと広い範囲の問題で
アクションを起こすにもある程度の規模が必要0
.たくさん問題があるので簡単には取り組めな
し、。
-規模が大きくて各国の力を結集させないと改善
には向かなし、0 ・世界規模の問題だ。核による汚
染とかはどうしようもない0 ・一人でできなし、か
ら。
-森林伐採問題など長期的に行っていかなければ
ならないから。-環境問題を解一決するためには試
行錯誤が必要で、ある。-人と環境との関わり や現
代人が自然に対する意識、感謝の念が欠如して
いる。
・ネルギー確保などの問題を環境だけで考えるの
は難しい0 ・地球温暖化など長年問題とされてい
るものが多くある。
<ランク 3>3のランク(ややそう思うと答え
た回答、以下ランク 3とする)
-節電や分別なと、、小さいことで自分でできること
はあると思うがそれだけでは足りない。(同様6
人)
-背景をしっかり学ばなけらればならない0 ・緑
地を増やしたいけど個人では難しし、o 大変では
あるがひとりひとりの少しの努力によって大き
な力になるはずだ。-身近なことで簡単にできる
ことがあるがお金が必要になったり、個人では
難しいことがある
-範囲が広いと確かな情報が得にくいo 今まで
の生活を見直さなければいけないと思う。(他に
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<ランク 2>2のランク(どちらというとそう
思わないと答えた回答、以下ランク 2とする)
・エアコンをエコモードにする、買い物でエコ
パックを使うなど自分でできることをしている
ので大変だとは思わないo 実際に取り組んでい
る人がたくさんいる。-身近なところから取り組
めるから。電気をこまめに消すなどo 日の前で
起きていることであるから。
②白然とのふれあいを増やしたいと思うか、
そう思うのはなぜか
<ランク 4>
・山や森で新鮮な空気を吸う ことで健康になれる
と考える。-便利な機械が増えているなかで子ど
も達には自然と触れ合う機会を増やして生きた
いo 自然から恵みをもらっていきている o 自
然と触れ合ってから教室で学ぶ方が効果的o 自
然に触れ合う機会があまりないから。-自然を大
切にしようとする意識が高まる。
<ランク 3>43のランク
-森のなかを散歩するだけで五感がはたらく 。
-今のうちに触れ合う機会を増やしておかないと
将来見れなくなる光景もある。
-環境問題について考える機会が増える。その他
同様6人
<ランク 2>
-虫が嫌いo 日々生活を送っている中で触れ合
うぐらいでよい。
1σコランク
・便利な生活になれたしまった。
③ ごみの問題は重要だと思うか、そう考え
るのはなぜか。
<ランク 4>
・人口増加に比例してごみが増加する。・人聞が
生んだ問題なので自分達で処理すべきだ。・エコ
パックだけでは解決しないo ごみ処理にも限界
がある 0 ・大気汚染、森林破壊などの様々な環境
問題につながる。 .3Rsが大切。
<ランク 3>
・ごみ処理にかかるエネルギーや資源の無駄遣
u、。
-あまりよく分からないが大切だo 人が生きて
いく上で必ずでるもの。・一番身近な環境問題。
くランク 2>
・リサイクルによって作られた製品が多く目にす
る
ようになった。
④大量生産、大量消費、大量廃棄型の社会か
ら脱却し、循環型社会を形成するために何を
するべきか。
<ランク 4>
・限られた物を大切に使う
・エネルギーはいっかなくなるという意識をもっ
・サイクルが崩れたときはもろくなる・ 江戸時
代のほうが現代よい。企業は利益が少なくなる
と困るー
<ランク 3>
・リサイクル製品などの利用を増やす0 ・衛生面
を考えた上なら賛成。-先ず大量廃棄の問題か
ら。-物が減るのでごみも減る。-重要なことで
あるが課題も多し、0 ・3Rs
<ランク 2>
・脱却したいがなかなか難しいのが現状。-効
率的な生産を行いリサイクルできる製品が少な
いo 循環型社会をどう形成すればよいかわから
ない。
-再生に必要なコストがどれくらいか分からない
.<ランク 1>
・それまでの移行が難しい
⑤IPCCでは地球規模の気候変動の原因は、
人為的なものであるという可能性がかなりの
確率で正しいとしているが、そのことについ
てどう思うか
<ランク 4>
・人間の都合によって変わってしまった地球は人
聞が責任をもって問題に取り組んでいかなけれ
ばならない0 ・自動車の排気ガス 他同様7人
<ランク 3>
・樹木の高齢化とそれを伐採しない人間に原因
-資源のリサイクルも関係ある。・メディアが誇
張している。・データをみれば明らかo 特に温
室効果ガスについては人為的である。-便利な社
会になるための代償であり人類の進化の影響。-
C02排出によるオゾン層の破壊。-全部が人間の
せいだとは言い切れないo 人間の作ったものに
より環境が変化するから。-様々な物を燃やし二
酸化炭素をだしているので多少は影響がある。-
様々な説があるがどれが真実かo 生きて行くた
めにしかたがない。<ランク 2>
・自然と人為の両方が関係している。(氷河の士
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地)
・非常の長期的にみれば異常ではなし、0 ・地球も
日々進化している。-人間だけが影響を及ぽした
とは思えない。
4 まとめ
IPCCは各国の近年における気候変動に関する
学研究の成果を、収集し各国の政策決定のため
の客観的な資料やデータを提供することを、目
的としているため、 価値観の反律するいずれか
の偏した結論を出すこと ななし、。しかしながら
今次の報告では、「人間の影響が20世紀半ば以
降観iWJされた温暖化の支配的な (dominant)要因
であった可能性が極めて高い (95%)Jとして、
ほぼ地球市L暖化は人為的な要因と断定している。
これらの内容について、授業で取り上げた後
の学生の意識は⑤の回答に現れている。
多くは、 「様々な物を燃やし二酸化炭素を出し
ているので多少は影響がある。Jなどとして、人
為的な原因については否定的あるいは懐疑的で
ある傾向が多いことが分かる。(64 %) ま
た地球損暖化の現状は認めながら 「人間の都合
によ って変わってしまった地球は人間が責任を
もって問題に取り 組んでいかなければならな
い。J< AR 5における適応>とし、 気候変動の
進行を防止する<AE5における緩和l策> に触れ
る回答があった。
IPCCの提H昌する緩和策として、事実上有効な
唯一の方法としてあげられている温室効果ガス
(CO 2に限定して)の地層処理 (CCS)につい
ては言及する者はなかった。授業時の資料とし
て用いた AR5 WG1の文献(第 I作業部会 自
然科学的根拠)では触れていなつかためである。
今後は今次の統合報告書及びペルーで開催さ
れる COP20の成果などをもと気候変動について
の緩和策と適応策 (Mitigationand Adaptation 
Strategies for Climate Change )について検討す
る。
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